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研究成果の概要（和文）：三か年の期間中に、調査範囲を、東北（宮城）、関東・甲信越（千葉・神奈川）に加え、関
西（京都・奈良）、中国地方（山口）、四国（高知）に広げ、寺院・神社22ヶ所27件66躯;1幅、公共機関13ヶ所24件躯
;1幅2面6巻、個人宅1ヶ所1件11躯;の物件を調査し、詳細な写真と基礎データを収集した。この調査データをまとめた
研究成果報告書（報告編・129頁、図版編・268頁各一冊）を、2014年3月に刊行した。また、報告書を、関係研究者、
関係機関に配布することにより、研究成果を広く社会に公開し、多くの分野への学術的寄与を果たした。

研究成果の概要（英文）：During three years, we have conducted the research in the area including Tohoku(Mi
yagi), Kanto/Koshinetsu(Chiba, Kanagawa), Kansai(Kyoto, Nara),Chugoku district(Yamaguchi),  Shikoku(Kochi)
 . Therefore we got the data and photos of 102 statues. After we finished the research, we published the r
esearch report (volume of texts: 129pages, volume of figures: 268pages) on March, 2014. Because of the dis
tribution of the reports, we believe that we could make an important contribution to academic world and so
ciety.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

本研究グループは平成 8 年度以来、科学研究

費補助金によって宗教彫像の調査研究を遂

行し、詳細な報告書を刊行してきた。その活

動を通し、仏像の意味に関わる、生身観およ

び験と仏像の関わりを重視するに至った。こ

のうち生身は、現世に生じた仏身を意味する

仏教語であり、仏像をそのように見立てるた

めに、像にはさまざまな造形上の工夫を与え

ることがおこなわれた。また、霊験と関わる

仏像は、置かれる土地とのつながりが深く、

光背や台座などの荘厳に霊験を象徴する表

現が込められた。そのような特色ある仏像へ

の関心を本研究グループは深め、本研究の立

案に至った。 

 

２．研究の目的 

「生身」と「霊験」をキーワードとして、そ

の観点から見た特色を持つ仏像を調査する

ことを通し、仏像を解析する新たな方法論を

構築する。（１）生身仏とされた仏像につい

ては、①内部の仕上げと納入品、②仏像の外

部への特殊な加工、③像へなされる行為の復

元を重視して調査をおこなう。（２）霊験と

仏像の観点からは、①霊験仏の素材、②霊験

仏の荘厳、③霊験寺地の意味とその地形、④

霊験仏を成り立たせる物語とその絵画に注

目して調査をおこなう。これらの調査成果に

基づき、宗教的意味を踏まえて仏像を考察す

るための基礎資料を集成する。また、その成

果を報告書として刊行し広く成果を社会へ

と還元する。この研究をとおし、仏像が人間

や環境とどれほど豊かな関係を持っていた

かを示し、従来の宗教研究に対しても新たな

研究素材を提供することを目指す。 

 

３．研究の方法 

（１）生身と仏像、（２）霊験と仏像の二つ

のカテゴリーを立て、それぞれに関わる仏像

について、①像自体の調査と、②伝承及び環

境の調査を平行しておこない、対象となる仏

像を総合的に把握する。（１）（２）の各カテ

ゴリーにはより具体的な項目を設定し、項目

に応じた作例を調査する。また、（２）にお

いては、霊験仏を成立させる伝承を伝える絵

画作品を調査し、伝承を支える古代～中世の

心性の析出に努める。これらの調査データを

デジタルデータとして蓄積する。また、冊子

体の報告書を作成・公刊し、成果を広く学界

ならびに社会に提供してゆく。 
 
４．研究成果 

以上のような目的と方法に沿って、三か年

の期間中に、調査範囲を、東北（宮城）、関

東・甲信越（千葉・神奈川）に加え、関西（京

都・奈良）、中国地方（山口）、四国（高知）

に広げ、寺院・神社 22 ヶ所 27 件 66 躯 1 幅、

公共機関 13 ヶ所 24 件 25 躯 1 幅 2 面 6 巻、

個人宅 1 ヶ所 1 件 11 躯の物件を調査し、詳

細な写真と基礎データを収集した。 

調査物件ならびに所蔵者は以下の通りで

ある。 

千手観音菩薩像、不動明王像、毘沙門天像

（寺浦共有地組合・旧小松寺）、阿弥陀如来

像二軀（光明院）、阿弥陀如来像（珠光寺）、

金剛力士像二軀（黒川神社）、釈迦如来像（龍

宝寺）、聖観音菩薩像（亀岡観音堂・法楽院）、

阿弥陀如来像（保昌寺）、阿弥陀如来像四軀

（大光院）、阿弥陀如来像（定迎寺）、菩薩形

像、如来形像（高蔵寺、以上宮城）、薬師如

来像（龍角寺）、薬師如来像（福秀寺、釈迦

如来像（正覚院）、釈迦如来像（永興寺）、薬

師如来像（東光院）、薬師如来像（小松寺、

以上千葉）、千手観音菩薩像（東京・観音寺）、

天部像（大善寺）、釈迦如来像（称名寺）、陵

王面、抜頭面（瀬戸神社）、阿弥陀如来及び

両脇侍像（常楽寺）、阿弥陀如来及び両脇侍

像（円覚寺）、千手観音菩薩像（建長寺）、弁

才天像（鶴岡八幡宮）、天神像（荏柄天神社）、

十一面観音菩薩像（長谷寺）、十大弟子像（極

楽寺）、頬焼阿弥陀縁起（光触寺、以上神奈



川）、日光菩薩像、月光菩薩像（山梨・大善

寺）、阿弥陀如来像（京都・蓮光寺）、愛染明

王像（西大寺）、閻魔王像、太山王像、司命

像、司録像（白毫寺、以上奈良）、薬師如来

像（香雪美術館）、閻魔王像、太山王像、冥

官像その一（石峯寺、以上兵庫）、毘沙門天

像、吉祥天像、善膩師童子像（高知・雪蹊寺）、

毘沙門天像（個人蔵）。 

この調査データをまとめた研究成果報告

書（報告編・129 頁、図版編・268 頁各一冊）

を、2014 年 3 月に刊行した。また、報告書

を、関係研究者、関係機関に配布することに

より、研究成果を広く社会に公開し、多くの

分野への学術的寄与を果たした。 
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